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12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

小
さ
な
行
動
が
地
球
を
守
る
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　地球温暖化が進んだ場合、海面上昇による海岸浸食や、台風の巨大化・進路変化
が起こると言われています。日本は、特に沿岸域に人口・産業が集中しており、この
ような地域は、温暖化に対する脆弱性が高いと言えます。

　温暖化により、強
い熱帯低気圧は今
後も増加すること
が予測されており、
その結果、激しい風
雨により沿岸域で
の被害が増加する
可能性があります。

　沿岸域では海面上昇に高潮
が重なることによる被害拡大、
海面上昇による海岸浸食や砂
浜の消失等が予想されます。

　猛暑日や熱帯夜が大幅に増え
ます。熱波により、熱中症患者が
増加し、デング熱や日本脳炎が発
生する可能性が高まります。

　2100年までに地球の平均気温
が3～4度上昇する場合、日本で
は気候帯が4～5㎞/年のスピード
で北上するという報告があります。

　ブナ林や亜高山帯・亜寒帯
の針葉樹林の分布適地が減少
します。

出展：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/）より
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※拡大縮小をする場合には線幅と効果も拡大・縮小にチェックを入れてください。

9.考える
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※拡大縮小をする場合には線幅と効果も拡大・縮小にチェックを入れてください。

リビング（居間）
▷室温は20度を目安
にして普段の服装
にもう１枚プラス
して暖かく過ごす
▷テレビを見ない時
は消す

冷　蔵　庫
▷冷蔵室に食品
等を詰め込み
過ぎない
▷設定温度を
「弱」にする

風呂、給湯器
▷間隔を空けずに入浴する
▷シャワーを不必要に流した
ままにしない

温水洗浄便座
▷使わない時はフタを閉める
▷便座の暖房温度は低めに設
定する

洗　濯　機
▷洗濯物はまとめて洗い、洗
濯容量 80％程度の量を目
安に運転する

照　　明
▷不要な照明を消す
▷照明を交換する時は、ＬＥ
Ｄに交換する

台　　所
▷お湯は必要な時、必要な分
だけ沸かす（長時間保温し
ない）

▷コンロの炎を、な
べ底からはみ出さ
ないようにする

▷煮物は落としぶた
を利用する

※拡大縮小をする場合には線幅と効果も拡大・縮小にチェックを入れてください。
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